
第１号様式（第３関係） 
 

第２回豊山町高齢者保健福祉審議会議事録 
 

１ 開催日時 平成２２年３月３日（水）午後１時３０分～２時３０分 
 
２ 開催場所 豊山町役場 ３階 会議室３ 
 
３ 出席者  
（１）委員  
戸田望、小澤昌文、岡島誠次、寺町信秀、太田明雄、安藤たづ子、安藤民代、

（欠席：安藤美千代） 
（２）事務局  
福祉課長 坪井利春、地域包括支援センター館長補佐 尾関礼子、高齢者・

介護係長 横田仁美、高齢者・介護係主査 安藤憲司 
 
４ 議題  

（１）平成２１年度地域包括支援センター及び第５次高齢者福祉計画並びに第

４次介護保険事業計画の事業実施状況について 

（２）（仮称）第５特別養護老人ホームの建設について 

（３）配食サービス事業内容の変更について 

（４）その他 

 

５ 会議資料 

資料：（仮称）西春日井郡第５特養ホーム建設計画について 

 

６ 議事内容 

事 務 局：ただ今より、平成２１年度第２回豊山町高齢者保健福祉審議会を開

会いたします。 
     審議会委員の任期は今年７月２０日までとなっています。時期がき

たらお願いに参りますのでよろしくお願いします。 
～資料の確認～ 

     審議に先立ち会長からご挨拶をいただきます。 
 
会  長：本日は各委員の皆様方には大変お忙しいところ、平成２１年度第２

回高齢者保健福祉審議会にご参集いただきましてありがとうございま

― 1 ― 



す。 
さて、本日の審議案件につきましては、既にご案内させていただい

たとおりでございます。ご審議いただきますようよろしくお願いいた

します。 
 
事 務 局：ありがとうございました。それでは、以後の会議の取り回しにつき

ましては、会長の取り回しでお願いします。 
 
会  長：それでは議事進行させていただきたいと思います。まず、議事録の

署名委員の指名ですが、前回と同様に小澤委員と岡島委員にお願いし

たいと思います。後日、事務局から議事録の署名にお伺いしますので

お願いします。 
皆様方の忌憚のないご意見をいただきますよう、よろしくお願いし

ます。 
それでは議題（１）について、事務局から説明をお願いします。 

 
事 務 局：～平成２１年度地域包括支援センター及び第５次高齢者福祉計画並

びに第４次介護保険事業計画の事業実施状況～ 

平成２０年度の実績については、今年度の第１回審議会において説

明をしており、今年度（平成２１年度）の実績につきましては、来年

度（平成２２年度）の第１回審議会において説明します。 

まず、福祉課高齢者・介護係に関係することから説明します。今回

は第５次豊山町高齢者福祉計画・第４次介護保険事業計画の中で廃止

となる事業について説明します。Ｐ．３０の在宅介護支援センターで

す。在宅介護支援センターは平成１２年度から１０年間地域の介護相

談窓口の１つとしてきましたが、今年度を以って廃止して、今後の窓

口は地域包括センターに一本化します。町民へは、広報４月号でお知

らせします。次にＰ．５１の居宅介護支援です。平成１２年４月に「豊

山町指定居宅介護支援事業所」を開設しました。開設の趣旨は、介護

保険制度が始まった当初は民間の居宅介護支援事業所数が少なく、町

民の不安を少しでも和らげるため、ケアマネジャーの資格を持った町

の職員が事業所を運営するということでした。しかし、介護保険制度

も１０年目を迎え本町には民間の事業所が２０社参入しています。民

間の事業所に関する問題も発生していませんので、今年度平成２２年

３月３１日を以って、「豊山町指定居宅介護支援事業所」を廃止しま

す。廃止後は、介護保険制度の適切な運営がはかれるよう保険者機能
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の充実を図っていきます。 

次に地域包括支援センターに関係することを説明します。平成２１

年度地域包括支援センターの事業実施状況を説明します。Ｐ．３８介

護予防の推進の中で特定高齢者把握事業から通所型介護予防事業の

教室まで計画通り実施しています。Ｐ．４１ボランティア育成の項目

にある認知症サポーターの普及を進めています。この認知症サポータ

ーはボランティア活動であるとともに認知症の人と家族の応援者で

す。全国で１００万人養成し、認知症になっても安心して暮らせるま

ちづくりを目指しています。本町では、平成１８年度から養成を始め、

平成１８年度は１５人、平成１９年度は１３５人、平成２０年度は２

９２人、今年度は３０９人の計７５１人が養成講座を受講し認知症サ

ポーターになっています。養成講座は、時間は１～２時間、人数は１

０～３０名位のグループで、内容は認知症が脳の病気であることなど

の知識、認知症の人との接し方、高齢者虐待の講座を受けていただい

ています。受講された方にはオレンジ色のリングを配布して、手首や

かばんにつけて、また、店舗にはポスターを掲示してもらい認知症サ

ポーター制度を普及していこうという活動です。平成２２年度は３０

０人を目標にしていますので、是非、委員の近所、団体、グループも

機会があれば講座を開きますので声をかけていただきたいと思いま

す。ご協力をお願いします。次に地域包括支援センターでは、要支援

１、要支援２の人のケアプランの作成と支援を行っています。このケ

アプランについて、現在町内と北名古屋にある居宅介護支援事業所の

２ヶ所に委託をしておりますが、平成２２年度にはもう１ヶ所委託先

を追加します。その事業所も北名古屋市にあり、愛知県の指定も受け

ております。 
 
会  長：どうもありがとうございました。ただいまの説明の中で、ご意見な

りご質問がありましたらお願いします。 
 
委  員：在宅介護支援センターを廃止する理由は何ですか。それまであった

ものを廃止するのは例えば利用者が少なかったからなのか地域包括

支援センターで十分対応できると見込んだのか、どうしてなのか説明

をお願いします。 
 
事 務 局：在宅介護支援センターは平成１８年度に地域包括支援センターが設

立された時点で全国の多くの市町は廃止しました。そのときは強制的
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に廃止ではなく存続してもいいという県から指導により本町は存続

する形をとってきました。業務内容としては在宅介護支援センターも

地域包括センターもまったく同じ相談業務です。そこで、窓口を一本

化したほうが良いだろうという判断で在宅介護支援センターを廃止

するものです。豊山町指定居宅介護支援事業所については、介護保険

制度が始まった当初は居宅介護支援事業所が少なくケアマネジャー

資格を取っている人も少なかったことから住民への介護サービスを

確保するため町の居宅介護支援事業所を設立したという経緯があり

ます。しかし、もともと介護保険制度は民間参入を増やす制度でした

し、民間事業所の能力も向上し、町が行う場合と比べても何ら遜色も

なくなり、町民に何も不利益が生じなくなりましたので豊山町居宅介

護支援事業所を廃止することとしました。 
 
委 員：町としては在宅介護支援センターを一本化することに問題はないと

判断したわけですね。相談者が少なくて手持ち無沙汰だから或いは逆

に相談者が多すぎるため窓口を一本化して組織を強化するという理

由なのか良くわからなかったので質問させていただきました。今の説

明で理解できました。 
 
会  長：高齢者の支援の拠点を地域包括支援センターに一本化するというこ

とですね。 
 
事 務 局：廃止というと事業全体が尻すぼみみたいに聞こえますが、地域包括

支援センターが相談業務を十分に担っていけるものと判断しました。 
 
委 員：これから高齢者が増加しており、私のまわりでも良く介護のことを

耳にするので今の説明を少し不安な気持ちで聞いておりましたが、単

純に窓口が一つになるということでよろしいですか。相談者側には何

も問題がないという理解でよろしいですね。 
 
事 務 局：地域包括支援センターは、予防を中心に行っておりますが、高齢者

にとって介護が必要になる前段階は予防になります。そこで相談にこ

られた方には一貫性をもって次に繋げるということは今まで以上に

合理的に進められると思います。ただし、今までどおり家族介護用品

の支給申請などの受付は社会福祉協議会で行いますので、来られた時

に合せて相談される方の情報は必ず地域包括支援センターに繋げら
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れるようにしていきます。今でも、在宅介護支援センターに相談にこ

られた方の情報は地域包括センターには連絡が入ります。また、ケア

会議を開催して情報を共有しておりますので連携はとれています。 
 
会  長：他にご質問はございませんか。（声なし） 

地域包括支援センターについては当審議会において適正な運用を図

っているか効果の評価が必要であり、そのための是正、改善などを求

めることができることとなっております。今後の運用についても色々

意見をいただきみていきたいと思います。それでは、ご質問もないよ

うですので、議題（１）について、事務局からの報告のありましたと

おり了承してよろしいでしょうか。 
 
全  体：異議なし 
 
会  長：ありがとうございます。それでは議題（２）について、事務局から

説明をお願いします。 
 
事 務 局：～（仮称）西春日井郡第５特養ホーム建設計画について～ 

資料により建設計画について説明 
     〔補足説明事項〕 
    西春日井２市１町で構成される尾張中部福祉圏域には、現在４箇所の

特別養護老人ホームがあり、その４箇所には３４２名が入所されてお

り既に満杯状態である。 
    今年度当初の件数ではあるが、待機者は９３８名おりその内訳は圏域

内５６５名、圏域外３７３名である。 
    平成２１年～２３年度の建設計画では１００名の待機者を見込んで

おり、その計画に基づき建設を進めるものである。 
    建設地は、特養ペガサス春日に隣接しており、選定理由としては圏域

の概ね中心部に立地していることと、ペガサス春日の介護サービスの

種類が充実しており、そのノウハウの有効活用が見込めるためである。 
     
会  長：ありがとうございました。ただいま事務局から説明があったことに

つきまして、ご意見、ご質問はございませんでしょうか。 
 
委  員：豊山町民の待機者は何名いますか。 
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事 務 局：今年度当初の待機者数は５１名です。現在４施設の入所数は３５名

です。 

 
会  長：説明された内容から第５特養の建設計画は認めざるを得ない計画と

思われます。 
 
委  員：豊山町民はもう少し多く入所されていると思っていました。町内に

他の有料老人ホームに入っている人もいますが、４つの特養は待機者

数から入りづらいということがあるのですか。 
 
事 務 局：待機者数も先ほど説明したとおり９３８名いること、また、待機者

の中でもＡＢＣのランク付けがされており緊急性の高い人はＡラン

クになります。Ａランクの待機者数は３４０人です。Ａランクの定義

は介護度が要介護３以上かつ介護者がいない人です。このようなこと

から、介護度が低い人や介護者がいて自宅で介護ができるというケー

スではなかなか順番が回ってこないというのが現状です。 
 
委  員：今後増えていくと思われる老々介護への対応はどのようになります

か。 
 
事 務 局：本町の１月審査分の実績数ですが、特別養護老人ホーム、有料老人

ホーム、グループホームを含めた施設の入所者数は６１名です。要介

護認定者数は３２５名です。３２５名から６１名を引いた約２６０名

はほとんど老々介護に近い状態ですがケアマネジャーと居宅サービ

スを検討しながらデイサービスを利用するなどして自宅で介護され

ています。今後も増えていくことは予想されますが、全国レベルより

は入所者数の推移も緩やかでありほとんど上がっていませんので急

迫しているとは考えておりません。また、先ほど認知症サポーターの

説明をしましたが、介護が必要な方を地域で見守る力を育て、できる

限り在宅で生活できるように進めていきたいと考えております。 
 
委  員：豊山町は、ケアをする人数が増えているとか、今までは比較的順調

に来ているということでよろしいですか。 
 
事 務 局：介護することが困難でないような状況をつくるように、町としても

上手にサービスに繋げることができるよう努力しております。また、
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介護サービス事業者の参入も多数ありますのでサービスを受けられ

ないという実態はありません。それから、介護については状態がひど

くなる前に早く申請した方が、介護を受ける方、介護する方も介護サ

ービスに慣れることができるので、在宅で生活できる確率が高くなり

ます。ぎりぎりまで我慢されると選択肢がなく施設入所しかないとい

う状況になりやすいです。また、地域包括支援センターでは、介護者

の相談やストレス解消のために認知症介護者のつどいも行っており

ます。 
 
委  員：全国的に見て豊山町の介護は何点くらいでしょうか。 
 
事 務 局：点数はつけかねますが、せっかくの機会ですので地域の皆さんから

ご相談を受けられましたら、福祉課高齢者介護係か地域包括センター

へ話を繋げていただけたら幸いです。 
  
会  長：その他、何かご意見はございませんでしょうか。なければ、議案（２）

について事務局からの報告のありましたとおり了承してよろしいで

しょうか。 
 
全  体：異議なし 
 
会  長：ありがとうございます。それでは議題（３）について、事務局から

説明をお願いします。 
 
事 務 局：～配食サービス事業内容の変更について～ 

Ｐ．２３配食サービス事業内容の変更です。本町では、食事の調理が

困難な方を支援するため配食サービスを実施しています。 

現在の事業の実施形態は、町が配食サービス事業者に事業を委託し、

事業者が平日（月曜日から土曜日）に昼食と夕食の提供を行うととも

に、利用者の安否確認を行っています。利用料は、１食あたり６４０

円の委託料のうち利用者が配食サービス券を５００円で購入します。

そのため、利用者負担は５００円、町負担は６４０円から利用者負担

の５００円を引いた１４０円となっています。この事業は平成１４年

度から実施しており、利用者の高齢化が進んだことから事業の実施方

法を見直すこととしました。見直した内容は、①配食サービスを提供

する事業者を契約制から登録制に変更し、複数の事業者からサービス
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を提供する体制を整えます。②利用日を拡充するため、日曜日、祝祭

日、年末年始も利用日とします。③配食サービス券を廃止して、利用

料（利用者負担）は事業者から利用者への直接請求とし、町負担の１

４０円は助成金として利用者に補助します。④現在は生活保護者は利

用者負担がなく無料で提供していましたが、生活保護者については生

活保護支給費のなかに食糧費も含まれていますので、他の利用者と同

様に利用料を支払っていただきます。これらの変更について、来年度

４月からの実施に向けて準備を進めています。 

 
会  長：ありがとうございました。ただいま事務局から説明があったことに

つきまして、ご意見、ご質問はございませんでしょうか。 
 
委  員：利用者の負担について、もう一度説明をお願いします。 
 
事 務 局：現在は、利用者が役場窓口に来て配食サービス券を１枚（食）あた

り５００円で購入しています。そして、配食時にその券と引き換える

方法をとっていますが、購入した券を紛失されたり、身体が不自由な

ため役場まで券を買いに来ることが困難な利用者もいます。 
 
委  員：登録業者は何社ぐらいですか。 
 
事 務 局：現在は委託契約なので１業者ですが、登録制にすることで複数業者

になる見込みです。 
 
委  員：１食あたりの料金の設定は統一しますか。 
 
事 務 局：統一はしません。 
 
委  員：業者ごとに料金設定は違うけど、町の補助金は１食あたり１４０円

の補助ということですね。 
 
事 務 局：そのとおりです。業者によって食事内容、営業日が違いますので、

利用者の希望に合った業者と契約をすることになります。ただ、利用

者としては料金が安いに超したことはないと思いますが。 
 
委  員：一人暮らしで不在のときは受け渡しに困るケースがあると聞いたこ
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とがある。食べ物だから近所の人が預かる訳にもいかない。対象者は

一人暮らしの高齢者だけですか。 
 
事 務 局：一人暮らしの高齢者だけではなく、老々介護をされている方などい

わゆる調理が困難で要介護認定を受けている方を対象にしています。

不在のときの受け渡しの件ですが、確かに一人暮らしの利用者の場合

急用ができて不在のときは業者からどのようにすればよいかとの問

い合わせが稀にあります。しかし、基本的には配食方法を事前に業者

と利用者でどのように配食するか決めていますので、あまり問題は発

生していません。 
 
委  員：今後については、あくまでも利用者が自分の好みに合った業者と各々

が契約をし、町が一業者と契約を結ぶということではないのですね。 
 
事 務 局：そのとおりです。ただし、利用者がどの業者と契約しているかとい

うことは町で管理します。先ほどの受け渡しの件ですが、この事業は

配食するだけではなく利用者の安否確認も含みますので、業者もいい

加減なことはできないようになっています。 
 
委  員：近隣市町はどのように行っていますか。 
 
事 務 局：事業内容の変更について、近隣市町について調査したところ、登録

制が多く１食あたりの金額も統一されていませんでした。食事内容に

よって例えばカロリーが抑えられたものや摂食が不自由な方のため

のキザミ食に対応するものは、１０００円程度するものもありました。 
 
委  員：事業内容の変更により、利用者が困惑しないように、また、利用者

と業者との契約や配食方法などが円滑にできるように、町が指導・助

言をするなどして進めてください。 
 
会  長：色々ご意見をいただきましたが、議案（３）について事務局からの

報告のありましたとおり了承してよろしいでしょうか。 
 
全  体：異議なし 
 
会  長：ありがとうございます。以上を持ちまして本日予定しておりました
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審議の議題はこれで全て終了しました。次のその他に入りますが、事

務局から何かありましたらお願いします。 
 
事 務 局：平成２２年度の審議会を７月頃に開催したいと考えております。ま

た、日程等が決まりましたらお知らせしますのでよろしくお願いしま

す。 
 
会  長：せっかくの機会ですので、委員の皆様からご意見ご要望がありまし

たらご発言をいただきたいと思いますがいかがでしょうか。 
 
全  体：（声なし） 
 
会  長：ないようですので、これをもちまして第２回高齢者保健福祉審議会

を閉会させていただきます。 
ご協力ありがとございました。 

 
 
 
 上記のとおり、第２回豊山町高齢者保健福祉審議会の議事の経過及びその結

果を明確にするため、この議事録を作成し、会長及び出席者２名が署名する。 
 
  平成２２年 ３月１１日 
                    会 長  戸 田   望 
 
                    署名人  小 澤 昌 文 
 
                         岡 島 誠 次 
 
 


